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1 このような主張は，Eichengreen （1992） などに見ることができる。






















金委員会は 1930 年 11 月に第 3 回会議を開催する。そこで，各国を代表する
経済専門家から当時の金問題に対する意見を聞いた。会議に提出された論文は，
1931 年 2 月に公開された。また，1931 年 1 月の第 4 回会議を踏まえ，国際連
盟は『金委員会第 2 回中間報告書』を公開する。この論文では分析の素材に，
特に第 4 回会議に基づく『第 2 回中間報告書』と第 3 回会議において各国代表
から提出された 4 つの論文を用いる。第 4 回金委員会は，1931 年のイギリスの
金本位制離脱からもたらされた再建金本位制崩壊の前の時期に開催された。そ
3 近年では，英文では，Clavin （2013）; Clavin and Wessels （2004）; Flores Zendejas and Decorzant 






論文の構成は，第 1 節において，国際連盟金員会，第 1 回中間報告書及び第









命し，国際的権威をもつ専門家を加えた。1930 年 9 月に公開された第 1 回中
間報告書に関わるメンバーは，議長として，ルーヴァン大学教授，前ベルギー
大蔵大臣のアルベール・ヤンセン（Albert Janssen）が就任した。その他ベルリ
ン大学教授の M.J. ボン（M.J.Bonn），ストックホルム大学教授の G. カッセル
（G.Cassel），前ロンドン駐在フランス大使館付財務官のシャランダー伯（Comte 
de Chalender），Council of India 議員のレジナルド・マント（Sir Reginard Mant），
ワルシャワ商科大学教授，前ポーランド銀行副総裁のフェリクス・ムリナルス
キ （ーFeriks Mlynarski），チェコスロバキア国立銀行総裁のヴィレム・ポスピ
シル（Vilem Pospisil），前ハーバード大学経営学大学院教授の O.M.W. スプラー
グ（O.M.W.Sprague），The Union Cooperation Ltd.,London 取締役会長の H. スト
ラコシュ（H.Strakosch），前ジャワ銀行総裁の L.J.A トリップ（L.J.A.Trip）がメ





第 1 回会議は 1929 年 8 月に，第 2 回会議は 1930 年 6 月に開催された。会議






第 3 回会議が 1930 年 11 月に，第 4 回会議が 1931 年 1 月に開催された。「金








第 2 回中間報告書の公表後，金委員会は 1931 年 8 月に第 5 回会議を，1932























る金準備は約 100 億 3 千 500 万ドルであった。そのほか，数カ国において流通
する金，商業銀行にある金，退蔵された金貨がアジアを除いて合計約 9 億 1 千
500 万ドルである。これらを加えて，総額約 109 億 5 千万ドルである。そのう
ち 9 億 1 千 500 万ドルのうち 3 億 9 千 500 万ドルは，アメリカが保有している。
アメリカ保有分のうち多額が将来貨幣用として供給される見こみは薄い。また
1 億 5 千万ドルが商業銀行および個人の退蔵から離れて 1929 年中に発券銀行の
準備中に繰り入れられたと考えられる。1930 年末に対する暫定的な見こみは，













かった。そのためインドは，1924 年ごろに巨額の金を購入した。最近 4~5 年












































生じた。1929 年においてフランスとアメリカの金準備が合わせて約 5 億 4 千万




































































。具体的に「アメリカは，1914 年から大戦に参加した 1917 年の間にヨーロッ


































































































































































Gregory, Professor of London School of Economics），フランスについて，A. アフ
タリオン（A. Aftalion, Professor of University of Paris），アメリカについて，G.E. ロ
バーツ（G.E. Roberts, Vice-President of the National City Bank of New York），ド








1926 年末においてフランス銀行の金保有高は旧フラン建てで 36 億 8450 万フ
ラン，新フランで 181 億 2800 万フランであった。輸入による増加に加え国内
における金貨買い上げのため新フランで 41 億 8000 万フランが加わった。1930













フランスにおいては，1925 年および 1926 年には，資本輸出に対する法的障
害に加えて，金融上の不安定さから長期対外投資は魅力を失った。それよりむ
しろ短期投資（外国為替投資，外国銀行への預金，短期商業手形の購入）が好





































で約 365 億，旧フランで 70 億超になっていた。ここでフランス銀行はその金
準備の補充を停止しても良いと感じた。しかしフランスの民間銀行が現れ，フ
ランスに金を輸入し始めた」と述べる 47。



















数は 1926 年 12 月末にフランが事実上の安定を達成した当時 640 であったが

























ブルインスはドイツの金購入に関して，1924 年～ 1926 年まで，1927 年およ
び 1928 年～ 1930 年までの三つの期間に分けて議論を行っている。1924 年～
1926 年までの期間はライヒスバンク自身が国外で金を購入した時代。1927 年
は過渡期。1928 年～ 1930 年の間はライヒスバンクが金裁定行動から得られた
金を引きうけるだけに行動を限定した時代と位置づける。一般的にこの当時の
ライヒスバンクの政策としてライヒスバンクは通貨量に対する準備金の比率を
50 ～ 60 パーセントに維持しようとしているとブルインスは述べる 52。その理由
をドイツが長期および短期双方の資本輸入国である点に求めている。
ドイツは，1924 年～ 1930 年までの期間，ライヒスバンクが絶えざる外国資


























1925 年から 1930 年までの間におけるイギリスへの金流入は 13 億 3488 万
2000 ドル，同時期の金流出は 13 億 8948 万 6000 ドルであり，5460 万ドルの純
輸出となった。そしてイングランド銀行の金準備の年平均保有額は，1925 年に
1 億 4600 万ポンドであり，この時期ほとんど変化しなかった。
イギリスからの金流出に関係がある地域は二つある。一つはインド，エジプ
ト，等の東洋諸国。もう一つはフランス，ベルギー，ドイツ，オランダ，スイス，


































いて著しくなり，最近の 2 年で最高に達した。ドイツの場合には 1928 年およ
び 1929 年にその圧力が強まった。アメリカの場合には 1925 年と 1929 年にそ
の圧力が強まった。スイスの場合には 1925 年が最大となった，と述べる。ま
た，外国からイギリスへの金供給の側面に関して，ロシアからの金供給は 1925
年および 1928 年に大きくなり，スペインからの流入は 1928 年および 1930 年





集中した，と述べる。南アフリカとの金流出入に関して 1926 年から 1927 年に
かけてイギリスの輸出超過であった。1928 年から輸入超過に転じ，1929 年か































































い。アメリカは 1924 年に外国に対する巨額の貸し付けを開始する。1924 年か



















































場において巨額の資金を蓄積させることになった。1928 年 6 月に発表された数




ツは述べる 81。連邦準備制度は，1928 年 2 月 3 日に公定歩合を 3.5％から 4％に
引き上げた。更に 5 月 18 日に公定歩合を 4％から 4.5％に引き上げた。7 月 13































































































87 権上 （1999）, 34 頁。また，Meyer （1970） に拠れば，フランスとイギリスの対立は 1926 年頃
にもルーマニアとポーランドの通貨安定化をめぐっても生じていた。


























90 国際連盟の統計調査活動に関しては，藤瀬 （1994） 及び高橋 （2015） を参照。 
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